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　令和 4 年度小諸市社会福祉大会は 10 月 31 日、
小諸市市民交流センターステラホールで開催し
ました。今大会は、令和 2 年度に策定した「第
1 期小諸市地域福祉計画・小諸市地域福祉活動
計画（令和 2 ～ 6 年度）」で掲げられている「お
互いさま」のこころで育む支え合うまち・こも
ろの推進を目的に開催されました。
　住み慣れた地域で自分らしく暮らしていける
よう、制度や枠組みを超えた連携を目指し、日
頃より小諸市の社会福祉にご尽力をいただいて
いる方々の表彰を行いました。

　今後の大会につきましては、地域福祉推進の
功績をたたえる表彰式は毎年開催し、「ふくし」
にふれる機会を提供する講演会、パネルディス
カッション、ボランティア団体等の活動を紹介
するイベントについては、情報発信型の手法に
企画変更し、隔年で開催します。
　今後とも地域福祉の向上に向け創意工夫をし
ながら取り組んでまいります。
　被表彰者の一覧は本誌 5 ページをご覧くださ
い。また、社協ホームページでは当日の様子を
動画で配信していますのでご覧ください。

令和4年度小諸市社会福祉大会を開催しました

１月号の主な内容
●細谷信治会長と職員の対談
●地域福祉活動計画について
●拝見！地域のつながり支え合い

●県・市社会福祉大会表彰者紹介
●ファミサポ講習会
●地域支え合い活動事業説明会
　のお知らせ諸区・御牧ケ原区
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令
和
５
年
の
年
明
け
に
あ
た
り
、
細
谷

信
治
小
諸
市
社
協
会
長
と
若
手
職
員
４
人

が
対
談
を
行
い
ま
し
た
。

会
長　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
号
で
対
談
す
る
職
員
は
令
和
元
年
12

月
の
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
始
ま
っ
た
後

に
小
諸
市
社
協
に
入
職
を
し
た
職
員
で

す
。
現
在
の
仕
事
の
様
子
や
今
年
の
抱
負

に
つ
い
て
聞
き
ま
す
。

栁
澤　

地
域
福
祉
係
の
栁
澤
で
す
。
担
当

事
業
は
高
齢
者
の
地
域
活
動
に
関
す
る
業

務
を
全
般
に
行
っ
て
い
ま
す

千
葉　

私
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

高
齢
者
の
な
ん
で
も
相
談
を
主
に
担
っ
て

お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活

用
な
ど
相
談
が
途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

葭
原　

地
域
福
祉
係
の
葭
原
で
す
。
私
は

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
や
生
活
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー
「
ま
い
さ
ぽ
小
諸
」
で
様
々

な
ご
相
談
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

町
田　

総
務
係
の
町
田
で
す
。
私
は
経
理

に
関
す
る
こ
と
、
内
部
委
員
会
運
営
な
ど
、

社
協
内
部
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

会
長　

コ
ロ
ナ
で
一
番
影
響
を
受
け
て
い

る
の
は
地
域
活
動
だ
と
思
い
ま
す
が
、
活

動
上
の
課
題
は
な
ん
で
す
か
。

栁
澤　

会
長
の
仰
る
通
り
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
地
域
活
動
の
開
催
数
は
減
少
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け
に
外
出
す
る
機

会
が
減
り
、
出
か
け
る
の
が
億
劫
に
な
っ

た
と
の
声
を
耳
に
し
ま
す
。

会
長　

公
民
館
に
来
な
か
っ
た
人
に
電
話

を
す
る
な
ど
、
地
域
で
確
認
を
取
り
合
う

よ
う
な
顔
の
見
え
る
関
係
と
い
う
の
が
大

事
で
す
ね
。

　

そ
れ
で
は
令
和
５
年
の
抱
負
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

栁
澤　

地
域
の
集
い
の
場
に
積
極
的
に
参

加
し
、
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
い
て
い
き

た
い
で
す
。
従
来
の
活
動
拠
点
だ
っ
た
公

民
館
以
外
に
新
た
に
気
軽
に
集
え
る
場
所

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
男
性
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な

ど
の
場
も
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

千
葉　

私
は
小
さ
な
芽
を
見
つ
け
る
こ
と

を
大
切
に
し
た
い
で
す
。
他
機
関
か
ら
相

談
を
受
け
た
時
な
ど
、
人
の
つ
な
が
り
が

ま
だ
戻
っ
て
き
て
い
な
い
中
で
、
早
い
段

階
か
ら
対
応
で
き
る
よ
う
な
関
係
づ
く
り

が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
長　

小
さ
な
芽
を
つ
か
む
の
は
日
常
の

繋
が
り
も
大
事
で
、
民
生
委
員
も
ど
こ
ま

で
動
い
た
ら
い
い
か
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で

苦
悩
さ
れ
て
い
ま
す
。
考
え
ら
れ
る
い
ろ

ん
な
方
法
を
ど
ん
ど
ん
試
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
か
な
。

葭
原　

私
は
「
頼
り
頼
ら
れ
る
関
係
づ
く

り
」
と
い
う
目
標
を
立
て
て
い
ま
す
。
地

域
で
の
困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
相
談
し
て

い
た
だ
け
る
関
係
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
相
談
の
中
に
は
私
た
ち

だ
け
で
解
決
で
き
な
い
課
題
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
課

題
を
解
決
で
き
る
関
係
を
構
築
し
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会
長　

頼
り
頼
ら
れ
る
関
係
っ
て
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
が
出
た
ね
。
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
分
野
を
超
え
た
情
報
の
把
握
や

共
有
、
ど
う
行
動
に
か
え
て
い
く
か
が
大

事
だ
と
思
う
な
。

町
田　

住
民
の
方
や
、
理
事
・
評
議
員
の

皆
さ
ん
、
職
員
な
ど
、
地
域
の
方
と
会
う

機
会
を
大
事
に
し
、
気
軽
に
お
話
が
出
来

る
よ
う
な
関
係
づ
く
り
が
目
標
で
す
。

　

社
協
内
の
先
輩
や
他
の
機
関
の
人
た
ち

を
頼
り
な
が
ら
、
地
域
の
人
た
ち
の
目
線

を
持
っ
て
動
け
る
よ
う
な
職
員
で
あ
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
長　

理
事
・
評
議
員
さ
ん
っ
て
本
当
に

小
諸
社
協
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
よ
ね
。
そ

う
い
う
方
々
と
身
近
に
話
が
で
き
て
、
何

を
考
え
て
い
る
の
か
、
些
細
な
会
話
を
通

じ
て
吸
収
で
き
る
。
気
楽
に
話
せ
る
関
係

を
つ
く
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
よ
り
人
生
経

験
豊
か
な
人
た
ち
な
の
で
た
く
さ
ん
学
べ

る
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
に
向
け
て
考
え
る
も
う
一
つ

の
重
要
な
こ
と
は
災
害
に
強
い
地
域
に
す

る
こ
と
で
、
令
和
４
年
に
市
と
災
害
協
定

を
締
結
し
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
や
青
年

会
議
所
と
も
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

に
向
け
て
具
体
的
な
姿
を
作
る
こ
と
が
大

事
な
取
り
組
み
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

災
害
に
対
す
る
取
り
組
み
は
ど
う
考
え
て

い
ま
す
か
。

葭
原　

私
の
担
当
し
て
い
る
業
務
は
、
発

災
時
に
誰
が
継
続
し
、
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
具
体
的
で
は
な
い
こ
と
が
改
め

て
分
か
り
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
職
員
間
で

業
務
を
共
有
し
、
緊
急
時
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
対
策
し
て
い
き
た
い
で
す
。

会
長　

協
定
を
締
結
し
た
関
係
機
関
と
連

携
し
、
発
災
時
に
具
体
的
に
ど
う
協
力
関

係
を
構
築
す
る
の
か
、
す
み
や
か
な
検
討

が
必
要
で
す
ね
。

町
田　

日
頃
か
ら
急
な
災
害
時
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
な
形
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を

意
識
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
入
れ
替
わ
り
も
あ
る
中

で
、
継
続
し
た
更
新
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

今
後
も
様
々
な
手
法
を
検
討
し
、
緊
急
時

の
対
応
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

会
長　

課
題
を
解
決
で
き
る
組
織
は
、
一

部
の
人
が
課
題
に
対
し
て
考
え
る
の
で
は

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
す
べ
て
の

人
が
考
え
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
面
で
小
諸
市
社
協
は
、
全
員
で
問
題

を
解
決
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
高
い

で
す
。『
課
題
は
一
緒
に
み
ん
な
で
考
え

る
』、
こ
ん
な
組
織
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

新
春
対
談

写真左から、栁澤、千葉、細谷会長、町田、葭原（感染予防を講じて対
談を実施しています）
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赤い羽根共同募金へのたくさんのご協力ありがとうございまし
た。皆様方のあたたかな心に感謝致します。
〈令和４年度　赤い羽根共同募金実績報告※R4.12.6 時点〉
・募金期間／令和４年 10 月 1 日～ 12 月 31 日
・実績額／ 5,237,038 円（目標額 5,500,000 円）
■状況
・戸別募金＝ 3,992,024 円（昨年度比 96.6％）
・法人募金＝ 1,067,920 円（昨年度比 98.1%）
・学校募金＝ 10,149 円
・職域募金＝ 155,474 円
・その他（募金箱など）＝ 11,471 円
※使われ方／一旦長野県共同募金会に収納された後、県共同募金会より
県内の高齢者、障がい児・者などの福祉施設へ 2,553,000 円が、また最
終募金額からそれを差し引いた金額が小諸市共同募金委員会より各地域

（区）やボランティアや福祉団体などに配分されます。

〈令和４年度　地区活動費補助金事業状況報告〉
・申請区数／７区
・合計申請額／ 282,979 円 ( 昨年度比 97.2% )
・配分／各申請額を配分できる見通し
※補足＝配分対象は区内地域福祉の基盤整備を行う事業（限度額 50,000
円）

（例）区民全員が活用する施設等の整備 , 拡充。
　　　区民を対象とした行事や活動における備品代等

〈令和５年度事業のボランティア・市民活動育成費申請状況報告〉
・申請団体数／ 26 団体
・配分／申請団体には配分できる見通し
※補足＝配分対象は、活動に関わる経費 , 用具等購入費 , 指導者への謝礼
金 , 研修費など

〈共同募金安心・安全なまちづくり活動公募配分事業への応募状況報告〉
・申請団体数／ 1 団体
※補足＝配分対象は、活動に関わる経費 , 用具等購入費 , 指導者への謝礼
金 , 研修費など（配分元：長野県共同募金よりの配分です）

赤い羽根共同募金　ご協力ありがとうございました

地域福祉計画・地域福祉活動計画
について知ろう！

「お互いが支え合う体制づくり」 「災害・緊急時の支え合い強化」

社
協
会
費
へ
の
ご
協
力　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　小諸市には身近な地域でのつ
ながりがあることが強み。見守
りなど、今ある支え合いを大切
にして、さらなる「地域福祉の輪」
を広げる取り組みがこれからも
必要です！毎年、各区の支え合
い活動に関する事業の説明会を
しています♪（詳しくは 8P.）

　災害時、社協の使命は災害ボ
ランティアセンターを運営。災
害時に備え、災害ボランティア
センターを整えられる取り組み
を進めているんです！今回、市
と災害ボランティアセンターの
協定を締結したのもその一つ♪

（詳しくは P ４.）

今後も、計画についてお伝えしていきます。次号は、「健康・長寿の地域づくり」について紹介します！

わたしたちは、地域福祉活動計画推進キャラクターの「うめちゃん＆こうめちゃん」
です。地域福祉活動計画を広めていくお手伝いをしていきます！今回は、基本施策
１- １「安全安心な地域づくり」について紹介します。

お互いの顔が見える関係づくりは、自然な見守りや声掛けが大切になってくるね。日
頃のつながりが支え合う地域づくりにつながっていくんだね！

地域福祉活動計画のキャラクター
「うめちゃん＆こうめちゃん」

　

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
に
関
わ

ら
ず
多
く
の
市
民
の
皆
様
、
法

人
の
皆
様
よ
り
、
社
協
会
費
に

ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
納
入
に
あ
た

り
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
社
協

会
費
は
、
小
諸
市
の
福
祉
推
進

の
た
め
の
活
動
費
と
な
り
ま
す
。

社
協
会
費
で
集
ま
っ
た
額
の

20
％
を
各
区
へ
還
元
し
、
地
域

の
福
祉
推
進
の
た
め
に
ご
活
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
も
、
小
学
校
や
中
学
校
で
学

生
を
対
象
に
行
う
福
祉
学
習
や

貸
出
用
の
車
い
す
や
福
祉
車
両

の
整
備
等
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

小
諸
市
の
福
祉
推
進
の
た
め
に

ご
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
社
協
会
費
の
主

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
あ
た

た
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
令
和
４
年
度
社
協
会
費
納
入

実
績
（
11
月
30
日
現
在
）

▽
一
般
／
７
，
３
３
１
，
１
０
０
円

▽
法
人
／
２
８
０
，
０
０
０
円

■
ご
協
力
い
た
だ
い
た
法
人
の

皆
様
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▽
ス
ズ
キ
自
販
長
野
▽
佐
藤
自

動
車
㈱
▽
㈱
コ
ミ
ヤ
マ
▽
㈱
丸

二
紙
店
▽
長
野
日
石
ガ
ス
㈱
▽

ヨ
ダ
印
刷
サ
ー
ビ
ス
㈱
▽
北
信

米
油
㈱
▽
谷
建
設
㈱
▽
日
測
設

計
㈱
▽
堀
越
建
設
㈱
▽
㈱
大
栄

製
作
所
▽
㈱
山
浦
管
工
▽
㈱
小

山
商
会
▽
㈱
万
年
堂
▽
㈱
小
諸

新
聞
社
▽
㈲
章
文
堂
▽
佐
久
浅

間
農
業
協
同
組
合
小
諸
支
所
▽

竹
花
工
業
㈱
▽
井
出
自
動
車
整

備
工
場
▽
長
野
県
労
働
金
庫
小

諸
支
店
▽
相
馬
商
事
㈱
▽
㈱
佐

久
電
気
▽
山
屋
物
産
㈱
▽
㈱
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
レ
ビ
こ
も
ろ
▽

ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
し
な
の
小
諸
東

店
▽
㈱
柳
良
▽
長
野
日
産
自
動

車
小
諸
店

小諸市広報誌
連動記事
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地域のつながり・支え合い
諸区

　12 月 7 日、諸公民館で介護予防教室を開き、松ぼっ
くりを使ったクリスマスツリーを作成しました。
　ビーズやテープでツリーを装飾する工程では、細か
い作業と思った通りにつかないボンドに苦戦しながら
も、和気あいあいと作品作りに取り組んでいました。
　しかし、終盤に差し掛かると、和気あいあいとした
ムードは一変。皆さん自分のツリーに向き合い、黙々
と作業を進めていました。作品が出来上がっていくに
つれて別の参加者の作品を見ながら、ここはこうしよ
うなどアイディアを共有していました。
　作業を始める当初は細かくて難しいなどの声もあり
ましたが、皆さん満足して作品を“お土産”として持
ち帰りました。

拝見 !

介護予防教室でクリスマスツリーづくり

御牧ケ原区

　今年最後となる御牧ケ原区の「健康達人区らぶ」は、
12 月 9 日に開きました。御牧ケ原区の皆さんは大変
元気な方が多く、また男性参加者が多いのも特徴です。
当日は午前中にマレットゴルフで汗を流し、公民館で
昼食を楽しみ、午後に達人区らぶ―と活動的な皆さん
です。
　今月のテーマの音楽レクでも、歌に合わせて脳トレ
や体操を笑顔で取り組んでいました。ゲームのボーリ
ングではストライクを出す方もいて大盛り上がり。そ
の後のお茶会では最高齢の男性参加者を中心に昔話に
花も咲き、皆さん楽しい時間を過ごせたようです。

歌に合わせて脳トレや体操

　令和 4 年 11 月 4 日に小諸市と災害ボラ
ンティアセンターの設置・運営等に関する
協定の調印が行われました。
　東日本大震災や台風 19 号災害などに際
し、被災地で立ち上がった災害ボランティ
アセンターの多くを社会福祉協議会が担
い、災害ボランティア活動を通じた復旧・
復興支援等に大きな成果をあげてきていま
す。しかし、新型コロナウイルス感染症の
影響を受けて、被災地外からの支援が制限
されるなど新たな事態が生じています。そ
のため今後は、より一層地元関係者が主体
となった協働型災害ボランティアセンター

の運営が推進されています。
　市内で大規模災害が発生した際に、災害
ボランティアセンターの設置やボランティ
ア活動を円滑に実施するために、市と社会
福祉協議会の役割分担などをあらかじめ取
り決めておくことで、被災者に対する支援
活動を円滑に行えるようになります。
　大規模な災害発生時には、公的な支援だ
けでは対応できないため、ボランティアに
よる支援活動が大きな力になります。平時
から、相互に災害時に向けた連携・協力体
制の強化を図ることで、さらなる安心で安
全なまちづくりに取り組んでいきます。

災
害
ボ
ラ
セ
ン
設
置
・
運
営
で

小
諸
市
と
協
定
締
結



   － 5 －

作
品
展
示
会
は
、「
障
が

い
者
週
間
」
初
日
の
12

　

令
和
4
年
度
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
・
障
が
い
者

月
3
日
に
、
メ
イ
ン
会

場
：
小
諸
市
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
ス
テ
ラ
ホ
ー

ル
、
関
連
会
場
：
停
車

場
ガ
ー
デ
ン
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
3
年
ぶ

り
の
開
催
。
感
染
対
策

を
講
じ
る
開
催
方
法
と

し
ま
し
た
。
ス
テ
ラ

ホ
ー
ル
で
は
「
ふ
れ
あ

い
美
術
展
」、「
大
型
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
ツ
リ
ー
展

示
」、「
み
ん
な
で
つ
く

ろ
う
！
イ
エ
ロ
ー
リ
ボ

ン
ツ
リ
ー
」
を
実
施
し
、

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
も
併

せ
て
お
楽
し
み
い
た
だ

き
ま
し
た
。
関
連
会
場

の
停
車
場
ガ
ー
デ
ン
で

は
、
来
場
者
の
方
も
イ

エ
ロ
ー
リ
ボ
ン
へ
参
加

し
て
下
さ
り
、
樹
木
に

黄
色
い
リ
ボ
ン
の
花
が

咲
き
ま
し
た
。

３年ぶり
に開催

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

障
が
い
者
作
品
展

　多年にわたるボランティア活動の功
績が認められ、令和４年度長野県社会
福祉協議会会長表彰を受賞しました。
おもちゃなおし隊こもろは、おもちゃ
の修理を通して、子ども達の「ものを
大切にする心」「思いやりの心」を育
むことを目的に活動しています。代表
の山内修さんは、「皆さんに活動を知っ
てもらえたら嬉しい」と話します。

おもちゃなおし隊こもろ
長野県社会福祉大会で
協議会長表彰を受賞

令
和
４
年
度
小
諸
市
社
会
福
祉
大
会
被
表
彰
者

�

（
順
不
同
敬
称
略
）

▽
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

（
１
）
民
生
・
児
童
委
員

長
岡
賢
司
、
土
屋
多
恵
子
、

小
林
眞
隆
、
髙
野
武
徳

（
２
）
福
祉
団
体
及
び
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等

依
田
三
男
、
大
井
千
代
子
、

小
林
定
雄
、
フ
ク
シ
マ
の

子
ど
も
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

サ
ポ
ー
ト
隊
、
ユ
カ
レ
レ

の
会
、
遊
子
の
会
、
う
ら

ら
な
会
、
さ
く
ら
さ
く
ラ

イ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行

委
員
会

▽
社
会
福
祉
事
業
協
助
者

塩
川
公
子

▽
模
範
介
護
者

佐
藤
立
夫
、
塩
川
典
子

▽
社
会
福
祉
協
議
会
事
業

協
力
者

土
屋
利
一
、
㈱
ク
オ
シ
ア

て
ん
じ
ん
薬
局
グ
ル
ー
プ
、

Ｏ
Ｋ
Ｉ
ネ
ク
ス
テ
ッ
ク
㈱
・

㈱
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ハ
イ
テ
ッ
ク
、

モ
チ
ー
フ
の
会

▽
共
同
募
金
会
感
謝
者

（
１
）
長
野
県
共
同
募
金
会

会
長
感
謝
者

小
泉
仁
之
助
、
兼
田
龍
彦
、

松
井
元
司
、
小
林
邦
夫

（
２
）
長
野
県
共
同
募
金
会

小
諸
市
委
員
会
会
長
感
謝

者㈲
渡
辺
商
店
、
佐
藤
外
科

医
院
、
㈲
共
進
製
作
所
、

竹
花
工
業
㈱
、
山
屋
物
産

㈱
、
エ
イ
ワ
税
理
士
法
人
、

正
眼
院
、
奥
田
青
果
、
㈱

三
映
電
器
製
作
所
、
佐
久

産
業
株
式
会
社
、
ソ
ニ
ッ

ク
株
式
会
社
、
㈲
美
里
不

動
産
、
㈱
コ
ミ
ヤ
マ
、
㈲

み
す
ず
運
輸
、
㈱
ア
ー
デ

ン
、
㈱
日
本
ハ
イ
テ
ッ
ク
、

㈲
山
岸
設
備
、

カ
ネ
マ
ン
田
村
屋
㈲
、
㈱

河
野
メ
リ
ク
ロ
ン
、
㈱
ユ

ウ
ワ
本
社
、
㈱
長
野
セ
キ

ノ
興
産
小
諸
営
業
所
、

信
州
ほ
し
の
㈱
、
東
漸
寺
、

ク
ボ
タ
重
車
輌
㈱
、
三
映

電
子
工
業
株
式
会
社
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譲
り
あ
え
ー
る
事
業

★譲ります★

★譲ってください★

小諸市社会福祉協議会

フ
ァ
ミ
サ
ポ
と
は
？

　

子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ

し
い
人
（
依
頼
会
員
）
と
、
子

育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
人

（
提
供
会
員
）
が
そ
れ
ぞ
れ
会
員

と
し
て
登
録
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
仲
介
し

て
、
子
育
て
の
相
互
援
助
活
動

（
お
子
さ
ん
の
預
り
や
送
迎
な

ど
）
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す

る
会
員
組
織
で
す
。

　

提
供
会
員
・
両
方
会
員
に
な

る
た
め
に
は
、
講
習
会
の
受
講

が
必
要
で
す
。
育
児
の
お
手
伝

い
を
し
て
み
た
い
と
お
考
え
の

方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
講

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■開催日：令和 5 年 2 月 16 日 ( 木 )、17 日 ( 金 ) ともに９：００～１２：３０
■会　場：小諸市社会福祉協議会 2 階大会議室
■持ち物：当日入会希望の方は印鑑を、提供会員または両方会員希望の方は、運転免許証
　　　　　など顔写真付きの身分証明証をご持参ください。
■内　容：事業説明、救急救命・心肺蘇生法、障がいのある子の預かりについて、子ども
　　　　　の栄養と食生活等
　★申し込み・問い合わせ先：小諸市ファミリーサポートセンター（こもテラス 1 階）
　　電話 0267-31-5093　FAX 0267-31-5094
　　Mail：famisuppo@k-syakyo.org
　　ホームページ　http://www.k-syakyo.org/?page_id=6935

☆「譲ります」側の方と「譲ってください」側の方の情
報のみをマッチングします。
　両者が揃うまでに時間を要します。マッチング成立ま
で、現品は「譲ります」側の方で保管して頂きます。ま
た現品の受け渡しは当事者同士で行って頂きます。
☆電気製品の安全と品質確認は「譲ってください」側の
方の責任でお願いします。
●譲りあい商品
　・壊れていないもの
　・無償で譲渡するもの
　・用具によっては未使用なものに限ります
●問い合わせ先／地域福祉係
　　　　　　　　電話 25 － 7337
●ホームページ（右の QR コードを読み取ってください）

　http://www.k-syakyo.org/?page_id=6867 
※ 6 ヵ月過ぎても残っている案件は、「ささえーるこも
ろ」からは削除致しますが、ホームページには継続して
紹介しております。また、登録頂いている全ての写真も
掲載しております。

ファミサポ
育児の「援助を受けたい人」と
「援助を行いたい人」を結びます

令和4年度
後期講習会のお知らせ

会計年度雇用職員募集

◆
採
用
人
員　

各
若
干
名

◆
必
要
な
資
格

　

＊
普
通
自
動
車
運
転
免
許
及
び
各

　

業
務
に
お
け
る
必
要
資
格

◆
選
考
方
法　

書
類
選
考
と
面
接

◆
問
合
先　

小
諸
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
総
務
係
（
電
話
０
２
６
７
‐

２
５
‐
７
３
３
７
）

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
見
学
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

※新型コロナウイルス感染拡大防止の為、感染状況によっては開催日が変更になる場合があります。
　その際はホームページでお知らせいたしますので、ご確認ください。

◆
募
集
職
種
（
業
務
内
容
）

　

①
相
談
支
援
専
門
員
（
障
が
い
福

　
　

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
相
談
支
援

　
　

専
門
員
業
務
）

　

②
保
健
師
・
社
会
福
祉
士
・
介
護

　
　

支
援
専
門
員
（
地
域
包
括
支
援

　
　

セ
ン
タ
ー
業
務
）

　

③
通
所
サ
ー
ビ
ス
支
援
員
（
放
課

　
　

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
児
童

　
　

・
生
徒
へ
の
支
援
）

①障がい者用イス
②剣道胴着（竹刀なし）
③パイプ式折りたたみベッド

①ジュニアシート

用具名

用具名

～
私
た
ち
と
一
緒
に
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
～
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Ｑ . お正月飾りの鏡餅に、古くから習慣として乗っているものは何でしょうか？
 

●応募方法：クイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、
　社協へのご意見・ご要望、ささえーるこもろの感想を添
　えて応募先まではがきかメールでお送りください。

●応募締切：１月３１日（火）必着
●応募先：〒 384-0006 小諸市与良町 6-5-1
　「小諸市社会福祉協議会広報委員会」宛
● E メール　k-syakyo@ctknet.ne.jp

正解者の中から抽選で３人の方に図書カードをプレゼント！
当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

　　　

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
社
協
職
員
一

同
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
認

知
さ
れ
３
年
が
過
ぎ
、
コ
ロ
ナ

禍
の
生
活
様
式
に
も
か
な
り
慣

れ
て
き
た
気
が
し
ま
す
。
世
界

に
目
を
向
け
る
と
、
記
憶
に
新

し
い
の
が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
。

現
地
で
は
大
勢
の
観
客
が
密
集

し
、
マ
ス
ク
を
し
な
い
で
応
援

す
る
姿
を
目
に
し
ま
し
た
。
日

本
で
も
マ
ス
ク
の
使
用
ル
ー
ル

が
緩
和
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

感
染
リ
ス
ク
を
考
え
る
と
ま
だ

ま
だ
簡
単
に
は
手
放
せ
な
い
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
場
合
、
感
染
対
策
以
外

の
理
由
で
も
手
放
せ
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
顔
の
下
半
分
を
隠

せ
る
マ
ス
ク
。
髭
が
生
え
て
い

て
も
「
こ
れ
く
ら
い
な
ら
…
」

と
面
倒
く
さ
が
り
の
私
に
と
っ

て
、
支
度
の
手
間
を
短
縮
で
き

る
欠
か
せ
な
い
ア
イ
テ
ム
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
他
者
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
際
、
顔
が

よ
く
見
え
な
い
こ
と
に
不
安
も

感
じ
ま
す
。
誰
も
が
マ
ス
ク
無

し
で
も
安
心
し
て
交
流
で
き
る

日
々
に
早
く
戻
っ
て
欲
し
い
で

す
。
２
０
２
３
年
は
そ
ん
な
兆

し
が
感
じ
ら
れ
る
年
に
な
れ
ば

良
い
と
思
い
ま
す
。

編 集 後 記

お
心
遣
い
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
す

寄 
付
順
不
同

敬
称
略

◇
社
協
・
ぼ
ら
せ
ん
こ
も

ろ
受
付
分

土
屋
利
一
、
小
諸
ラ
ン

ナ
ー
ズ
、
掛
川
貴
子
、
匿

名
６
名

（
現
金
、
食
糧
品
、
お
米
、

切
手
、
ハ
ガ
キ
、
タ
オ
ル
、

衣
類
、
折
り
紙
ほ
か
）

（
令
和
４
年
10
月
１
日
～

11
月
30
日
）

　　　①みかん　　②だいだい　　③オレンジ

（11月号の答え）②主任介護支援専門員

　現在、旧小諸市高齢者福祉センター「糠塚園」を解体する
計画が進んでおりますが、個人の方から寄贈いただいた作品
が沢山あり、新施設等では展示することができない状況です。
既に所有者の分かる作品は連絡して返却等をしておりますが、
連絡先の分からない場合や寄贈者が不明の作品があります。
　そこで、下記の通り譲渡展示会を開催いたします。個人で
展示するなど、作品を活用していただける方は、ぜひお越し
ください。

■期日／令和５年１月28日（土）・29日（日）・30日（月）
■時間／午前10時から午後２時まで　※３日間とも
■場所／小諸市野岸の丘総合福祉センター（小諸市社会福祉協議会）
■規定／・個人で活用すること。転売等は禁止します。
　　　　・決定者には後日連絡します。
　　　　　直接引き取りにお越し下さい。
　　　　・希望多数の場合は抽選にて決定させていただきます。

■お問い合わせ
　・小諸市高齢者福祉センター「こもれび」　電話22-5550
　・小諸市社会福祉協議会	 	 	 　電話25-7337

譲渡展示会

寄付作品をお譲りします
旧小諸市高齢者福祉センター「糠塚園」

小諸ランナーズ様よりお米を
寄付していただきました
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